
 

 
●京都府立木津川運動公園 
 
課題・問題点等 

 
・平成26年度から平成27年度かけて利用者が約29％増加しているも
のの、近隣の類似施設と比較しても利用者一人当たりの府支出額
が多い。 

・現在は、近隣の類似施設と比較しても運営経費が大幅に大きいと
いうことはないが、今後の利用者動向を踏まえた体制の検討が必
要。 

 
府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見

等 

 
□府民と協働して公園の利活用を推進するような仕組みとともに、
企業等が参画しやすい仕組みを作ることが大切。 

□民間の企画力やPR力を利用するのは不可避なので、そういう方々

が参画しやすいような利用の手続きを考える必要がある。 
□山城総合運動公園との近接性に加え、同じ城陽市内に立地する鴻
巣山運動公園を勘案した運営を考慮すべき。 

 
 

 
京都府の検証結

果及び対応方向 
 

 
継 続 

＜施設運営に関する意見＞ 

◎近隣施設との役割を踏まえた特色ある運営に取り組むこと。 
 

＜今後の対応＞ 

○本公園を代表する施設である大芝生広場を生かしたイベントなど
取組を継続・強化する。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 


